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 研究方法   
 3週齢の雄 SDラットの右後肢、脛距関節内にMIA (1mg/30µl)または生理食塩水 (30µl)
を 2日連続で関節内注射した。MIAを 2日連続で注射し、注射後 7, 14, 21日目に生理食
塩水を関節内注射した群を MIA 群、同時期に HA を関節内注射した群を HA 群、2 日連
続で生理食塩水を関節内注射し、7 , 14, 21日目に生理食塩水を関節内注射した群を sham
群とした。関節内注射施行前、施行後 7, 14, 21, 28日目の足関節腫脹、可動域、歩容を評
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論文題名 
Antinociceptive effects of hyaluronic acid on monoiodoacetate-induced ankle 
osteoarthritis in rats 
(モノヨード酢酸誘発性ラット変形性足関節症モデルにおけるヒアルロン酸ナ
トリウムの抗侵害受容効果) 
結果の要旨 
本研究では変形性足関節症に対するヒアルロン酸の効果を検討するために、モノヨード酢
酸を用いた変形性足関節症モデルを作成し、その関節内投与の効果を検討した。変形性関
節症群であるモノヨード酢酸投与群と、ヒアルロン酸を足関節内注射したヒアルロン酸群、
生理食塩水を足関節内投与した Sham 群を比較してヒアルロン酸の足関節内投与の効果を
検討した。ヒアルロン酸の足関節内投与により、足関節の腫脹や可動域の改善はみられな
かったが、疼痛行動や歩幅の有意な改善がみられた。また、組織学的に軟骨変性の進行を
抑制していた。ヒアルロン酸はモノヨード酢酸誘発性ラット変形性足関節症モデルにおい
て抗炎症作用は認めなかったが、軟骨保護作用と抗侵害受容効果を有すると考えられた。 
以上にて、医学博士の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
